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-Junior college students' consciousness of 
death immediately after their admission一
測井喜美恵 前田博子注1)











































































身近な人の死239件（22.7% ), 2の映画が123件（11.7% ), 4の新聞117件（11.1%）， その他
の項目は1桁のパーセントを示している。
図1 死のイメー ジ影響及び順位
I 身近な人の死 3 テレピ マン方 7 家族 9 友人 I. その他
2 映画 4 新聞 小説 8 宗教 10. 占い
全体比率 0 20 40 60 80 100(%) 
n =1052 2 3 4 
151 17 H 91 :J 
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※図中数字は上記項目記号
影響の強い（インパクト）順位1), 2 ), 3）を比較すると，最も影響の強い1）ではlの




1 ), 2 ), 3 ）の組合せは】62種類であった。提示した11項目を情報 （マスコミ）とその他に
分けたのが表lである。情報 （マスコミ）には， 2の映画， 3のテレピ， 4の新聞， 5のマン
ガ， 6の小説， 10の占い6項目。その他には， 1の身近な人の死， 7の家族， 8の宗教， 9の
友人， 11のその他5項目を包括した。 2区分した表1をみると全体比率では， 情報（マスコミ）
が62.2%である。インパクト順位は 1）においてはその他が61.0%と高い比率を示すが， 2 ) 





分区 で干ミ当事 3) 全体対象者 351人 対象者 352人 対象者 349人 対象者1,052人
情報
2.映 画 20( 5. 7) 50(14.2) 53(15.2) 123 (11. 7) 
3.テ レ ピ 86(24.5) 130 (37 .0) 51(14.6) 265 (25 .4) 
（ 4.新 開 4 ( 1.1) 31 ( 8.8) 82(23.5) 117 (11.1) 
て7 5.マ ン ガ 5 ( 1.4) 13 ( 3. 7) 22( 6.3) 40( 3.8) ス 6. ,j、 説 20( 5. 7) 27 ( 7. 7) 43(12.3) 90( 8.6) コ
、 10. 占 u、 2( 0.6) 5 ( 1.4) 10( 2.9) 17( 1.6) 
計 137(39.0) 256 (72. 7) 261(74.8) 654(62.2) 
1.身近 な人 176(50.2) 41 (11. 7) 22( 6.3) 239(22. 7) 
7.家 族 12( 3.4) 25 ( 7 .1) 19( 5.4) 56 ( 5.3) 
そ 8 宗 教 6 ( 1.7) 12 ( 3.4) 12( 3.4) 30( 2.9) 
の 9.友 人 6 ( 1. 7) 15 ( 4.2) 20( 5. 7) 41(3.9) 他
1. そ の 他 14( 4.0) 3 ( 0.9) 15 ( 4.3) 32( 3.0) 




























a5 （回数） （人数） （%） 
A いる モaI l回 (131名） 36. 9亡コ a2 2回 （102名） 28. 7 
a 3 ・ . 3回（ 52名） 14.6 
a 4 ・ 4回（ 21名） 5.9 















示した死別の体験と回数では， Aの 20 
a1は身近な人の死体験が1回の学生
10 
で131名（36.9%）と高い比率であった。 3 2 I 3 。






































交通事故にあったとき ( 7) 
交通事故にあいそうになったとき (20) 
交通事故を見たとき (4) 
乗物にのっているとき ( 6) 
病気になったとき (29) 
体調の悪いとき (16) 
自動車学校で練習中 ( 2) 
友人・知人の事故 ( 5) 
親の事故 ( 1 ) 
崖から落ちそうになったとき ( 1) 
身近な人（祖父・祖母・父・叔母・いとこ・親戚） (29) 
知人（友人，教師，知人） (16) 

















































1.「死」 のイメージの設問では， 回答のなかで死とは忌みきらい， 失なうもの，暗いイ メー
ジと言うような忌避なとらえ方が70.0%もいた。しかし，宗教の有無の項で宗教あり31.1%の
回答者は，やすらぎと生命の永遠性を信じているととらえ安寧なイメージを持っていることに















5の 「死Jを意識したことがあるかについては， あるの回答51.8%であった。約半数は 「死」
を意識したことになる。 内容については，事故が圧倒的に多く回答していた。昭和63年の年齢
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